











2013年 2月 15日 : 艮陵会館　記念ホール
眼に見えない消化器病学を追って 
─ 人間至る処青山ありて ─
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2004（平成 16）～ 2012（平成 22）年　　東北大学医師会会長
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2012（平成 24）年 3月　　東北大学定年退職




Chasing the World of Invisible Gastroenterology 
─ Carpe Diem ─
本　　郷　　道　　夫
東北大学病院　総合診療部




















































留 学 時 代　
米国留学はこの後の大学生活の中で唯一，自分の意
思で進路を決めた決断だった．学位論文本審査が終









































































































教員教育としての Faculty Development （FD） の導入な
ど，多くの協力者の力を得ながら推進できた．FDは
臨床研修指導医育成という観点からも推進された．教
務委員長時代，教務委員長の立場と総合診療部教授と
しての立場から，8-9月の土日は教育関連の行事でこ
とごとく埋め尽くされていた．
地域医療への関わり
2005（平成 17）年，地方の公的病院から大学への
不適切な献金があるとして大きな社会問題が起こっ
た．地方における医師不足をカバーするために行われ
た名義貸しと献金とが問題とされたもので，東北大学
に限ったことではないものの，東北大学としての適切
な対応が求められた．そこで，宮城県寄付講座として
地域医療システム学が設置され，主任教授を兼任する
こととなった．また，病院には地域医療支援機関が設
置され，その委員長を務めることになった．医療訴訟
に関する問題も含めて医療崩壊という言葉が広まった
時期でもある．
地域医療を支える医師の配置に関わる構造的問題を
知ることができたが，その解決策は一大学で完結でき
るような問題ではないことも身にしみて知らされた．
東北大学で，そして機能性消化管疾患に関わって
東北大学で長きにわたって，研究の場を変えながら
も同じテーマを追い続けることができたことは，偶然
のなせる幸運の中で達成できたことである．心療内科，
総合診療，医学教育，地域医療，と，様々な領域の長
の役割はそれぞれ自分の意思とは関係のないところで
進められたものであるが，多くの先輩諸兄姉から与え
られた職責を精一杯推進することで，自分の納得のゆ
く仕事をしてきた．やり残したことは多々あるものの，
能力の及ぶ範囲で実行してきたことに悔いはない．
あらためて「人間（じんかん）至る所青山ありて」
の言葉を噛みしめ，東北大学に感謝している．
